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臨床試験情報の掲載届 ☑新規  □変更 

 試験名称：犬猫の固形腫瘍に対するがんオルガノイドスクリーニング検査に基づく分子標的薬投与の安全性

と有効性検証のための臨床試験 

 主導機関・施設：東京大学 大学院農学生命科学研究 科獣医外科学研究室・大学院農学生命科学研究科 

附属動物医療センター 

 主導獣医師：中川 貴之・加藤 大貴 

 詳細 URL：https://www.vm.a.u-tokyo.ac.jp/vmc/aboutus/research/#02 

 連絡先（電話・メール等）：03-5841-5420  

 連絡可能者（担当獣医師、動物のご家族など）：担当獣医師および動物のご家族 

 希望者の参加方法：月曜日に東京大学附属動物医療センターを受診可能な方 

 実施期間： 2025年７月 1日〜2028年 3月 31日 

 対象動物：根治的な標準治療の確立されていない犬猫の固形腫瘍症例 

 予定頭数：イヌ：60 例、ネコ：30 例 

 試験の目的（100 字以内）：本試験は、犬猫固形腫瘍由来オルガノイドを用いて有望な分子標的薬を選定し、

対象症例への投与により安全性と有効性を検証することを目的とする。 

 組入基準：下記項目を満たす症例を本臨床試験の対象とする。 

・がんオルガノイドスクリーニング検査にて有効性の期待される薬剤が特定されており、根治的な標準治療の確

立されていない犬猫の固形腫瘍症例(具体的な腫瘍種の例としてはリンパ腫や白血病などの血液腫瘍を除く、

上皮系腫瘍(扁平上皮癌、腺癌、移行上皮癌、未分化癌など)、非上皮系腫瘍(軟部組織肉腫(線維肉腫、脂肪

肉腫、平滑筋肉腫、横紋筋肉腫、血管肉腫、末梢神経鞘腫、滑膜肉腫など)、悪性黒色腫、中皮腫、肥満細胞

腫など)、神経内分泌腫瘍(インスリノーマ、ガストリノーマ、ケモデクトーマ、脳腫瘍など)などを含む) 

・飼い主様が本臨床試験の説明を受け、参加の同意が得られている症例 

https://www.vm.a.u-tokyo.ac.jp/vmc/aboutus/research/#02


・肉眼または画像検査にて計測可能な標的病変を有する症例 

・試験開始前に 3 週間以上の生存が見込める症例 

 除外基準：2 週間以内に抗癌剤、分子標的薬、放射線療法を適用された症例 

 実施施設：東京大学 大学院農学生命科学研究科 附属動物医療センター 

 概要•科学的根拠（300 字以内）：犬猫の固形腫瘍では、局所療法で制御困難となった場合に有効な全身療

法が限られ、殺細胞性抗がん剤の効果も十分ではない。一方、標的分子異常に基づく分子標的薬は高い治療

効果が期待されるが、犬猫固形腫瘍では分子異常が多様で薬剤選択は容易でない。本研究チームでは患者

由来検体から効率的に腫瘍細胞を確立できるオルガノイド培養を応用し、犬猫症例由来オルガノイドを用いた

複数の分子標的薬スクリーニング系を確立してきた(池田ら,世界獣医がん学会,2024)。本試験では、in vitro で

有効性が期待される薬剤を選定し、実症例で安全性と有効性を検証する。 

 動物のご家族の費用負担の有無：有 

・がんオルガノイドスクリーニング検査の費用は臨床試験責任者にて負担するが、新たに検査用の検体採取が

必要な症例における、検体採取のための診療行為(麻酔前検査や麻酔、生検、手術など)に係る費用は飼い主

様負担とする。 

・本試験期間(5 週間)における副作用および薬効評価のための画像診断検査や血液検査などは、通常の診療

においても必要な検査のため、飼い主様負担とする。 

・試験薬の体内動態解析など研究目的の検体採取にかかる経費(採血費や生検費など)やサンプルの解析経費

は本臨床試験責任者の費用負担とする。 

 実施者による費用負担の有無：有 

がんオルガノイドスクリーニング検査の費用 

 公的•民間の費用支援元： 科学技術振興機構 (JST)  研究成果最適展開支援プログラム (A-STEP) ステージ I 

(育成フェーズ)「犬猫のがんに対するがん分子標的薬パネルを用いたオルガノイドスクリーニングシステムの臨

床検証」 。 

特記事項： 該当なし 

 倫理審査機関名称：東京大学 大学院農学生命科学研究科 附属動物医療センター 臨床試験委員会 

 

 


